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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

我 々 の 研 究 か ら 南 極 海 で 2番 目 に 海 氷 生 産 量 が 高 い こ と が 示 さ れ た ケ ー プ ダ ン レ ー ポ リ ニ

ヤ に お い て 、 2009年 1月 海 鷹 丸 に よ り 係 留 観 測 及 び 断 面 海 洋 観 測 を 行 っ た 。 我 々 の 予 想 通 り

こ の 海 域 が 未 知 の 南 極 底 層 水 生 成 域 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。ポ リ ニ ヤ で の 海 氷 生 産 が 盛

ん に な る 時 期 に 対 応 し て 、 低 温 の 重 い 水 の 潜 り 込 み が 生 じ て お り 、 冬 季 の 底 層 水 の 層 は 300

ｍ 以 上 に も 及 ぶ こ と も 明 ら か に な っ た 。 マ イ ク ロ 波 放 射 計 SSM/Iと 合 成 開 口 レ ー ダ ー デ ー タ

の 解 析 か ら 、こ の ポ リ ニ ヤ で 海 氷 生 産 量 が 大 き い の は 、上 流 側 に あ る 座 礁 氷 山 舌 に よ る フ ィ

ル タ ー 効 果（ 海 氷 の み を せ き 止 め 、海 水 は 通 過 す る ）が 重 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。一 方

、南 極 海 全 域 に 関 し て は 、海 氷 生 産 量 マ ッ ピ ン グ を 高 精 度 化 し 、衛 星 海 氷 デ ー タ と 熱 収 支 計

算 と 組 み 合 わ せ る こ と で 、熱 塩 フ ラ ッ ク ス デ ー タ を 作 成 し た 。こ の デ ー タ か ら 海 氷 に よ る 熱

の 流 れ（ 沖 → 沿 岸 ）や 淡 水 の 流 れ（ 沿 岸 → 沖 ）が 定 量 性 を も っ て 示 さ れ た 。海 洋・海 氷 モ デ

ル へ の 比 較 検 証 デ ー タ・境 界 条 件 デ ー タ と し て も 有 用 な デ ー タ セ ッ ト と な っ て い る 。オ ホ ー

ツ ク 海 で は 、従 来 用 い て い た SSM/Iよ り 分 解 能 が 2倍 高 い マ イ ク ロ 波 放 射 計 AMSRか ら 薄 氷 厚 ア

ル ゴ リ ズ ム を 開 発 し 、高 精 度 の 海 氷 生 産 量 マ ッ ピ ン グ を 行 っ た 。高 分 解 能 に よ り 、沿 岸 に 近

い 海 域 で は 1年 で 10ｍ 以 上 の 海 氷 が 生 産 さ れ る こ と も 示 さ れ た 。 こ の 研 究 で は 、 サ ハ リ ン 沿

岸 ポ リ ニ ヤ で 取 得 し た 係 留 氷 厚 計 に よ る 現 場 海 氷 デ ー タ を 比 較 ・ 検 証 デ ー タ に 用 い て い る 。

オ ホ ー ツ ク 海 南 部 域 に お い て は 、 2009年 2月 砕 氷 巡 視 船 「 そ う や 」 に よ り 、 AMSRと 同 じ チ ャ

ン ネ ル を 持 つ 携 行 型 マ イ ク ロ 波 放 射 計 を 用 い た 観 測 を 、 現 場 海 氷 観 測 と 合 わ せ て 行 っ た 。  

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 

10. キーワード    

  (1)  沿岸ポリニヤ        (2)  海氷生成               (3)  熱塩フラックス       

  (4)  マイクロ波放射計        (5)  南極底層水       (6)  オホーツク海        

  (7)  北極海         (8)  海洋熱塩循環                         (裏面に続く) 



11.研究発表（平成２０年度の研究成果） 

 〔雑誌論文〕 計（ １４ ）件  

著 者 名 論  文  標  題 

Kusahara, K., and K. I. Ohs
hima 

Dynamics of the wind-driven sea level variation around Antarct
ica 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

J. Phys. Oceanogr. 有  39 2 0 0 9 658-674 

 

著 者 名 論  文  標  題 

Kawaguchi,  Y.,  S.  Nihashi,  
F. Mitsudera, and K. I. Ohs
hima 

Formation of broad opening of coastal polynya 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proc. 24th International Symposium on Okh
otsk Sea and Sea Ice, Monbetsu, Japan 

無  －  2 0 0 9 88-91 

 

著 者 名 論  文  標  題 

Nihashi, S. and N. Ebuchi Characteristics of the Okhotsk coastal polynyas revealed from a
ctive and passive microwave satellite observations 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proc. 24th International Symposium on Okh
otsk Sea and Sea Ice, Monbetsu, Japan 

無  －  2 0 0 9 105-108 

 

著 者 名 論  文  標  題 

Toyota, T., K. Nakamura, S.
 Uto, K. I. Ohshima and N.
 Ebuchi 

Retrieval of sea ice thickness distribution in the seasonal ice z
one from air-borne L-band SAR 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Int. J. Remote Sens. 有  印 刷 中  - - - - －  

 

著 者 名 論  文  標  題 

Ohshima, K. I., and D. Simi
zu 

Particle tracking experiments on a model of the Okhotsk Sea: t
oward oil spill simulation 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

J. Oceanogr. 有  64 2 0 0 8 103-114 

 

著 者 名 論  文  標  題 

Ohshima, K. I., T. Nakanow
atari, S. Riser, and M. Wak
atsuchi 

Seasonal variation in the in- and outflow of the Okhotsk Sea 
with the North Pacific 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Deep Sea Research 有  印 刷 中  - - - - －  

 

著 者 名 論  文  標  題 

Aoki, S., N. Fujii, S. Ushio,
 Y. Yoshikawa, S. Watanabe
, G. Mizuta, Y. Fukamachi a
nd M. Wakatsuchi 

Deep western boundary current and southern frontal systems o
f the Antarctic Circumpolar Current southeast of the Kerguelen
Plateau 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

J. Geophys. Res. 有  1 1 3 ( C 0 8 0 3 8 ) 2 0 0 8 
d o i : 1 0 . 1 0 2 9 / 2
0 0 7 J C 0 0 4 6 2 7



 

著 者 名 論  文  標  題 

Ishida, K. and K. I. Ohshim
a 

Ice band characteristics of Antarctic seasonal ice zone observed
using MOS MESSR images 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Atomosphere-Ocean 有  印 刷 中  - - - - －  

 

著 者 名 論  文  標  題 

Ono, J., K. I.  Ohshima, G. 
Mizuta,  Y.  Fukamachi  and 
M. Wakatsuchi 

Diurnal coastal-trapped waves on the eastern shelf of Sakhalin
 in the Sea of Okhotsk and their modification by sea ice 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Cont. Shelf Res. 有  28 2 0 0 8 697-709 

 

著 者 名 論  文  標  題 

Fukamachi, Y.,  K. Shirasaw
a, A. M. Polomoshnov, K. I.
 Ohshima, E. Kalinin, S. Ni
hashi, H. Melling, G. Mizuta
, M. Wakatsuchia 

Direct observations of sea-ice thickness and brine rejection off 
Sakhalin in the Sea of Okhotsk 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Cont. Shelf Res. 有  印 刷 中  - - - - －  

 

著 者 名 論  文  標  題 

Nihashi, S., and K. I. Ohshi
ma 

Bulk heat transfer coefficient in the ice-upper ocean system in
 the ice melt season derived from concentration-temperature rel
ationship 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

J. Geophys. Res. 有  113(C06008) 2 0 0 8 
do i :10 .1029 /2
007JC004127

 

著 者 名 論  文  標  題 

Tamura, T.,  K. I .  Ohshima 
and S. Nihashi Mapping of sea ice production for Antarctic coastal polynyas 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Geophys. Res. Lett. 有  35(L07606) 2 0 0 8 
do i :10 .1029 /2
007GL032903

 

著 者 名 論  文  標  題 

Ohshima, K. I., and T. Tam
ura 

Studies on sea ice and polynya off the Cape Darnley in East A
ntarctica, using the ALOS PALSAR and passive microwave dat
a 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Proceedings of the ALOS PI 2008 Symposiu
m, Rhodes, Greece 

無  CD-ROM 2 0 0 8 －  

 

著 者 名 論  文  標  題 

青木  茂 南極陸棚斜面横断東経115度ラインにおける酸素安定同位体比分布 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

九州大学応用力学研究所所報 無  135 2 0 0 8 89-93 



 

 〔学会発表〕計（ ２７ ）件  

発 表 者 名 発  表  標  題 

大島  慶一郎 温暖化で変わるオホーツク海：海洋物理化学観測の成果と今後の予測

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

オホーツク生態系保全・日露協力シンポジウム 2009年3月8日 
札 幌 ・ 札 幌 プ リ ン ス ホ

テ ル  

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Toyota, T., H. Kamimura, S.
 Ono, and K. Cho 

Retrieval of sea ice thickness distribution in the Sea of Okhots
k from ALOS/PALSAR backscatter data 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 24th International Symposium on Okho
tsk Sea & Sea Ice 

2009年 2月 18日  紋 別 ・ 紋 別 市 文 化 会 館

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Kawaguchi,  Y.,  S.  Nihashi,  
F. Mitsudera, and K. I. Ohs
hima 

Formation of broad opening of coastal polynya, The 24th Intern
ational Symposium on Okhotsk Sea and Sea Ice 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 24th International Symposium on Okho
tsk Sea & Sea Ice 

2009年 2月 17日  紋 別 ・ 紋 別 市 文 化 会 館

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Nihashi, S, and N. Ebuchi Characteristics of the Okhotsk coastal polynyas revealed from a
ctive and passive microwave satellite observations 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 24th International Symposium on Okho
tsk Sea & Sea Ice 

2009年 2月 17日  紋 別 ・ 紋 別 市 文 化 会 館

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Fukamachi, Y., S. Aoki, J. A
. Church, S. R. Rintoul, M. 
Rosenberg, and M. Wakatsuc
hi 

Mooring measurement of the deep western boundary current ov
er the eastern flank of the Kerguelen Plateau in the Indian Se
ctor of the Antarctic 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

9th International Conference on Southern H
emisphere Meteorology and Oceanography 

2009年2月11日 
オ ー ス ト ラ リ ア ・ メ ル ボ ル

ン・メルボルン展示会センター

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Ohshima, K. I., T. Tamura, 
Y. Fukamachi, and S. Aoki 

Sea ice production in the polynya and the associated bottom w
ater formation off the Cape Darnley, East Antarctica 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

9th International Conference on Southern H
emisphere Meteorology and Oceanography 

2009年2月10日 
オ ー ス ト ラ リ ア ・ メ ル ボ ル

ン・メルボルン展示会センター

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Ohshima, K. I., S. Nihashi, 
T.  Tamura,  T.  Toyota,  and 
N. Kimura 

Development of sea ice thickness and concentration algorithm i
n thin ice region 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

GCOM Workshop 2009 2009年 1月 14日  
横 浜 ・ パンパシフィック

横浜ベイホテル東急 

 



発 表 者 名 発  表  標  題 

深町  康・青木  茂・John A. C
hurch・Stephen R. Rintoul・
Mark Rosenberg・若土  正曉 

南極海インド洋セクターのケルゲレン海台東側斜面域における南極底

層水の流量 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第31回極域気水圏・生物圏合同シンポジウム 2008年12月2日 東 京 ・ 国 立 極 地 研 究 所

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

豊田  威信 , C. Haas ウェッデル海氷縁域における比較的小さな氷盤の大きさ分布について

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第31回極域気水圏・生物圏合同シンポジウム 2008年12月2日 東 京 ・ 国 立 極 地 研 究 所

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

田村  岳史 , 大島  慶一郎 , 二橋創平 北極海沿岸ポリニヤにおける海氷生産量の見積もり 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第31回極域気水圏・生物圏合同シンポジウム 2008年12月2日 東 京 ・ 国 立 極 地 研 究 所

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

二橋  創平，江淵  直人 
ActiveとPassiveのマイクロ波衛星衛星観測からわかるオホーツク海

の沿岸ポリニヤの特徴 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第31回極域気水圏・生物圏合同シンポジウム 2008年12月2日 東 京 ・ 国 立 極 地 研 究 所

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

大島  慶一郎 海氷の気候システムに果たす役割に関する研究 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本気象学会 2008年11月20日 仙 台 ・ 仙 台 国 際 セ ン タ ー

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Ohshima, K. I., and T. Tamura 
Studies on sea ice and polynya off the Cape Darnley in East Antarcti
ca, using the ALOS PALSAR and passive microwave data 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

ALOS PI Symposium 2008 2008年 11月 5日  
ギ リ シ ャ ・ ロ ー ド ス 島

・ Hilton Rhodes Resort
 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Speer, K. and Y. Fukamachi Observations and indices in the Southern Ocean 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

3rd CLIVAR/GODAE Meeting on Ocean Synt
hesis Evaluation 

2008年 10月 6日  東 京 ・ 海洋研究開発機構

 

 

 

 

 

 



発 表 者 名 発  表  標  題 

二橋  創平，江淵  直人 ActiveとPassiveのマイクロ波衛星データでみたオホーツク海の沿岸ポリニヤ

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

2008年度日本海洋学会秋季大会 2008年9月25日 呉 ・ 広島国際大学 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

豊田  威信 , 上  村治睦 , 小  野修

史 , 矢口  龍太 , 長  幸平 
ALSARによるオホーツク海の氷厚分布推定の検証観測 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

2008年度日本海洋学会秋季大会 2008年9月25日 呉 ・ 広島国際大学 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

三寺  史夫 , 松田  淳二 , 中村  知
裕 ,  内本  圭亮 ,  中野渡  拓也 ,  
江淵  直人 

風の強制と結合したオホーツク海の熱塩循環 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

2008年度日本海洋学会秋季大会 2008年9月25日 呉 ・ 広島国際大学 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

中野渡  拓也 ,  三寺  史夫 ,  本井

達夫 , 大島  慶一郎 , 石川  一郎 

北太平洋西部の中層水に見られる数十年スケールの低温化－循環境界

を横切る輸送量の影響－ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

2008年度日本海洋学会秋季大会 2008年9月25日 呉 ・ 広島国際大学 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

田村  岳史 , 大島  慶一郎 東南極ケープダンレーポリニヤの形成・変動機構 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

2008年度日本海洋学会秋季大会 2008年9月25日 呉 ・ 広島国際大学 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

中野渡  拓也 ,  三寺  史夫 ,  本井

達夫 , 大島  慶一郎 , 石川  一郎 

北太平洋西部における中層水の数十年スケールの低温化：循環境界を

横切る輸送量の影響 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

東京大学海洋研究所国際沿岸海洋研究センター

研究集会 
2008年9月10日 

東 京 ・ 東京大学海洋研究所

国際沿岸海洋研究センター

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Nakanowatari, T., H. Mitsud
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